
しろさと議会だより　№62 4
2020年５月

予算特別委員会報告

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　第１回定例会初日の３月３日、町長から提案された令和２年度城里町予算（７会計）について詳細に
審査するため予算特別委員会が設置されました。
　予算審査は各議員が広く審議を行うことができるよう、常任委員会ごとの分科会方式により所管分の
審査を行いました。各委員会での質疑・答弁等の主なものは次のとおりです。

予算特別委員会での主な 質疑・答弁

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
３
月
５
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
令
和
２
年
度
一

般
会
計
予
算
の
所
管
分
・
国
民

健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
・
介
護
保
険
特
別
会
計
の
予

算
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

（
一
般
会
計
）

問　

震
災
復
興
特
別
交
付
税

が
、
昨
年
度
よ
り
増
え
て
い

る
理
由
は
。

答　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建

設
事
業
、
新
ご
み
処
理
施
設

建
設
事
業
、
焼
却
施
設
等
々

の
整
備
に
伴
い
増
額
し
て
い

ま
す
。

問　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
芯
線
使
用

料
と
は
、
七
会
地
区
が
該
当

す
る
の
か
。
※
芯
線
…
町
所
有

の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
通

信
事
業
者
に
賃
与
し
て
い
る
も
の

答　

桂
、
七
会
地
区
が
該
当
す

る
も
の
で
す
。

問　

場
外
車
券
場
交
付
金
の
額

が
昨
年
と
同
額
の
理
由
は
。

答　

１
月
ま
で
の
収
入
と 

２
，
３
月
分
を
見
込
ん
で
計

上
し
た
が
、
た
ま
た
ま
昨
年

と
同
額
に
な
り
ま
し
た
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

・
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

問　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

が
増
え
て
い
る
の
は
、
住
民

か
ら
の
徴
収
が
増
え
る
と
い

う
こ
と
か
。

答　

保
険
料
率
は
県
で
２
年
ご

と
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
保
険
料
は
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
会

が
保
有
す
る
基
金
を
取
り
崩

す
こ
と
で
８
年
間
据
え
置
い

て
き
た
が
、
基
金
が
底
を

つ
く
た
め
、
今
回
均
等
割 

６
，
５
０
０
円
、
所
得
割 

０
・
５
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

問　

介
護
給
付
費
準
備
基
金

繰
入
金
が
、
昨
年
度
よ
り	

１
，
０
０
０
万
円
増
え
て
い

る
が
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
。

答　

介
護
給
付
費
の
補
填
に
使

う
も
の
で
す
。

（
一
般
会
計
）

問　

消
防
事
務
負
担
金
が
毎
年

上
が
っ
て
い
る
理
由
は
。

答　

水
戸
市
消
防
本
部
へ
の
委

託
金
で
、
均
等
割
10
％
、
人

口
割
90
％
の
計
算
で
消
防
費

が
増
加
し
て
お
り
、
城
里
町

も
水
戸
市
も
人
口
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
負
担
金

額
が
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問　

防
犯
灯
は
、
何
カ
所
設
置

す
る
予
定
が
あ
る
か
。

答　

電
柱
直
付
け
が
５
基
で
す
。

問　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
町
に
何

カ
所
設
置
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答　

14
カ
所
で
す
。

問　

高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返

納
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
補

助
は
何
人
分
見
込
ん
で
い
る

の
か
。

答　

実
績
か
ら
、
80
人
分
を
計

上
し
ま
し
た
。

問　

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進

事
業
の
シ
ス
テ
ム
と
は
。

答　

民
生
委
員
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
チ
ー
ム
を
結

成
し
て
、
高
齢
者
、
障
害
の

あ
る
方
、難
病
の
あ
る
方
が
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
諸
問
題
が
発
生
し
た
場
合

に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

問　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
現
在
の
利

用
状
況
は
。

答　

現
在
２
２
９
台
の
貸
出
し

を
行
っ
て
お
り
、
16
件
の
通

報
が
あ
り
ま
し
た
。

総務民生常任委員会の審議状況

歳　

入

歳　

出
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（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

問　

脳
ド
ッ
ク
・
人
間
ド
ッ
ク

の
受
診
は
何
件
あ
っ
た
の

か
。

答　

令
和
元
年
は
、
脳
ド
ッ
ク

は
19
件
、
人
間
ド
ッ
ク
は

２
４
４
件
の
受
診
が
あ
り
ま

し
た
。

問　

医
薬
材
料
費
が
昨
年
よ
り

２
４
０
万
円
減
額
さ
れ
て
い

る
理
由
は
。

答　

薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
移

行
す
る
た
め
、
単
価
が
下
が

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

・
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

問　

介
護
認
定
審
査
会
の
日
程

は
毎
月
決
ま
っ
て
い
る
の

か
。

答　

審
査
会
は
、
毎
月
３
回
、

曜
日
は
火
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

問　

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業

で
、介
護
認
定
者
の
人
数
は
。

答　

介
護
認
定
者
は
３
月
末
で

１
，
３
４
０
人
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

（
一
般
会
計
）

問　

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

の
取
り
組
み
の
き
っ
か
け

は
。

答　

事
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
を
受
け
、
対
象
事
業
を
探

っ
た
結
果
、
補
助
対
象
見
込

み
と
な
り
、
今
回
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
一
般
会
計
）

問　

鳥
獣
捕
獲
奨
励
金
の
実
績

は
。

答　

当
初
は
３
５
０
頭
分
の
補

助
枠
だ
っ
た
が
、
県
と
協
議

し
補
助
枠
を
６
５
０
頭
に
増

や
し
ま
し
た
。

問　

町
道
側
溝
清
掃
を
行
っ
て

い
る
場
所
は
。

答　

ク
リ
ー
ン
作
戦
で
自
治
会

で
側
溝
の
泥
上
げ
を
行
っ
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
の
回
収
・

処
分
と
、
通
報
や
パ
ト
ロ
ー

ル
で
側
溝
の
つ
ま
り
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
の
清
掃
を
行
っ

て
い
ま
す
。

教育産業常任委員会の審議状況

問　

町
道
除
草
事
業
の
除
草
総

延
長
と
、
そ
の
う
ち
の
通
学

路
の
総
延
長
は
。

答　

除
草
の
総
延
長
は
37
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
う
ち
通

学
路
部
分
は
21
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
す
。

問　

高
等
学
校
通
学
費
助
成
金

は
、
町
外
か
ら
町
内
に
通
っ

て
い
る
子
に
も
、
バ
ス
代
が

出
て
い
る
の
か
。

答　

水
戸
桜
ノ
牧
高
等
学
校
常

北
校
の
存
続
支
援
の
た
め
、

町
外
か
ら
常
北
校
に
通
う
生

徒
に
は
、
町
内
在
住
で
町
外

の
高
校
に
進
学
す
る
生
徒
と

同
じ
よ
う
に
バ
ス
代
が
出
て

い
ま
す
。

問　

就
学
奨
励
補
助
金
に
つ
い

て
、
対
象
と
な
る
小
中
学
校

の
要
保
護
者
、
準
要
保
護
者

の
人
数
は
。

答　

要
保
護
者
は
、
小
中
学
校

で
１
名
ず
つ
、
準
要
保
護
者

は
小
学
校
で
20
名
、
中
学
校

で
29
名
い
ま
す
。

問　

生
涯
学
習
地
区
推
進
事
業

の
具
体
的
内
容
は
。

答　

補
助
要
綱
で
は
、
地
域
の

三
世
代
交
流
を
通
し
た
地
域

親
睦
活
動
、
体
験
学
習
を
通

し
た
ふ
れ
あ
い
の
活
動
、
地

域
学
習
を
通
し
て
自
分
た
ち

の
地
域
を
知
る
活
動
に
補
助

を
出
し
て
い
て
、
錫
高
野
の

か
か
し
ま
つ
り
を
は
じ
め
と

す
る
13
地
区
の
補
助
実
績
が

あ
り
ま
す
。

問　

英
語
検
定
補
助
で
、
検
定

料
と
補
助
は
い
く
ら
か
。

答　

検
定
料
は
４
級
２
，
６
０
０

円
、
３
級
３
，
９
０
０
円
、
準

２
級
４
，
９
０
０
円
、
２
級 

５
，
５
０
０
円
で
、
補
助
は

一
律
１
回
の
み
１
，
０
０
０

円
で
す
。

（
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

問　

流
域
下
水
道
管
理
事
業

で
、
マ
ン
ホ
ー
ル
補
修
に
係

る
費
用
と
件
数
は
。

答　

補
修
の
実
績
は
９
カ
所
で

７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

（
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
）

　

・
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

（
水
道
事
業
会
計
）

問　

給
水
鉛
管
更
新
事
業
の
中

で
、鉛
管
の
場
所
は
ど
こ
か
。

答　

鉛
管
の
場
所
は
常
北
地
内

で
、
給
水
管
１
２
５
メ
ー
ト

ル
で
す
。

教
育
産
業
常
任
委
員
会

　

教
育
産
業
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
３
月
６
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
令
和
２
年
度
一

般
会
計
予
算
の
所
管
分
・
公
共

下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水

事
業
・
水
道
事
業
会
計
の
予
算

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

歳　

入

歳　

出


